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単した．．測定数が非常に少ないため，信頼度はきわめて

低いが，蔦の事実はあるいは堆積物が轡方からばか！）で

なく，東方海底下にも供給源が存在したことを示してい

るのかもしれない、

　なお各露頭を細かくみた揚合最大傾斜角の方麟に，ば

らっきのあることは沈積水底面に多少の起伏があ！肇，こ

の超伏が流向を局部的に変化させたのであろ鉱

爆近くに露出する各地麟の斜麟理を数多く測定す零紅と

によつて，東方海底下にも第三系堆積物の供給源があ燃

かどうかについて鳶究する必要がある．

緒　　論

　主として艶無二安層および蘇誉麟の傘／／麟灘！の傾奮／方炉i憩を測

定する鵜とによつて，調査地域内においては，両層の砕

声欝物は雰先第三系の分布づ嘱る礁二か／斑」疵からマおもに・洪牽毒

されたことを実証した、，しかしながら，なお東方太平洋

1蘇底下にも！共給藩llが伏論三L〆ている一織憲議総三があ婁野今後さ

らに聯il攣菰曝｝る！彰・要こ撫凝娼葛雛

　傘響繕懸！の｛生質，　とくに余糎鱗翌二1麺）s磁1擁の紅凝嚢分端響を蓄学

なうことによつて，斜屡理生成の！馨装境を推定するうえに

有、り獄撃がか馨がえられ櫛ものと思われる、，今後馨磁内

におけ愚資料擦取方法をあ曝ゆる幾度から検討を加える

と瞬時に，斜層理樽できない地騰についても粒慶分析を

挙了ないド瞬者について比響毅灘禽討を行なうこllとがプく考灘であ

る．
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